
加津佐小学校 学校だより 第 1９号                令和８年1月 ９日 

文責 校長 山本 孝二 

【学校教育目標】 

“ かしこく つよく  

                           さわやかに 伸びゆく子“ 

  

新しい年、心新たに  
１４日間の冬休みを終え、子供たちが元気に登校してきました。大きなけがや事故も無く過ごせたと聞

き、ご家族や地域の皆様のご指導と見届けのおかげと感謝しています。普段会えない人達との楽しかった

出来事や家族でのお出かけのこと等を笑顔で話してくれました。 

始業式では、４年生が、３学期にがんばりたいこととして「縄跳びとドッジボールの上達、文字をていね

いに書くこと」、そして「漢字学習と逆上がりの練習、みんなから話しかけられやすい人になること」を発表

しました。自分の目標を立てて努力をすることで『なりたい自分』を持っていることをうれしく思いました。

堂々と話す姿には高学年らしさも感じました。 

私からは、進級・進学のために、短い学期（６年生：４７日、１～５

年生：５０日）ながら、しっかり学習や生活のまとめをすることと、自

分の良さを見つけ伸ばして次につなげることが大切と話をしました。 

そして、これまで同様に３学期も、 

○目標を立ててがんばることで前の学期の自分を超えよう 

○「笑顔・ありがとう」があふれる加津佐小学校にしよう    

と付け加えました。 

３学期は学年の終わりや卒業式に向けた活動が多く控えていま

す。子供たちにとって初めてのことばかりですが育て伸ばす機会とも言えます。職員一同子供たちの思

い・願いを大切にした教育活動を進め、楽しく充実した学校生活が送れるように全力を注いで参ります。

どうぞこれまでと変わらぬご理解とご支援をお願いします。 

 

 

 

３学期の共通指導事項として 
 職員で２学期の「児童アンケート」結果や反省事項から 

３学期に力を入れる指導事項として、以下の点をあげ、 

全学年で向上を図っていきます。良い姿のさらなる定着を 

めざしますが、家庭でも共通しますし社会でも必要なスキ 

ルと言えます。ぜひ同じ目線で。 

 

   １ 整理整頓〔机やロッカー、スリッパ並べ、道具片付け〕 

   ２ 話の聞き方・話し方、姿勢、道具準備 

 ３ 自分から進んであいさつ 

 ４ 家庭学習の定着、自主学習の工夫 （学年に応じて） 

 ５ 読書の充実 

 ６ 「ありがとう」を言い合えるようにする 

白砂青松の地で  

午年（うまどし）は、

馬のように力強く前へ進むイメ

ージで、新しいことに挑戦した

り、物事が大きく発展したりす

る年とされています。また、馬

は縁起の良い動物で、運気もア

ップすると言われています。活

力を得られる年として、子供た

ちも大いに前進してほしいです

ね。私も何か始めてみようと思

います。 

 

元日 撮影 


